
晩
年

の
法
然
上
人

藤

吉

慈

海

わ
が
国
浄
土
宗

の
開
祖
法
然
上
人
源
空

(
一
一
三
三
-
一
二
一
二
)

は
、
そ

の
宗
教
的
人
格
の
点
で
も
最
も
円
満
な
宗
教
者
と
し
て
鑛
仰
せ

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
晩
年
に
お
い
て
、
如
何
な
る
宗
教
的
境
涯
に
到

達
せ
ら

れ
た
か
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

晩
年

の
法
然
上
人
は
念
仏
三
昧
の
生
活
に
入
り
、

い
ろ
い
ろ
の
特
殊

な
宗
教
的
体
験
を
得
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
ど
の
よ

う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
特
殊
な
宗
教
体
験
は
、

三
昧
発
得
と
か
霊
夢
と
か
、
好
相
感
見
等
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
ひ
と
り
法
然
上
人
の
み
な
ら
ず
、
善
導
大
師
や
そ
の
他
か
な
り
多
く

の
熱
心
な
阿
弥
陀
仏
信
仰
に
生
き
た
人

々
に
見
ら
れ
、
浄
土
教
者
の
究

極
的
境
地
で
あ
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
た
。
し
た
が
つ
て
好
相
感
見
と

か
三
味
発
得
と
い
う
こ
と
が
ひ
じ
よ
う
に
重
視
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
体

験
の
有
無
が
浄
土
教
者
と
し
て
の
評
価
を
決
定
す

る
ま

で
に

い
た

つ

た
。
そ
れ
で
は
こ
れ
を
如
何
な
る
も
の
と
見
る
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
が
、
古
来
、

そ
の
よ
う
な
い
わ
ば
個
人
の
自
内
証
に
属
す
る
体

験
は
、
他
人
に
語
ら
れ
な
か
つ
た
の
で
、
そ
の
資
料
に
乏
し
く
、
こ
れ

を
究
明
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
し
か
し
法
然
上
人
に
関
し
て
は
、

い
く
ら
か
の
資
料
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
検
討
し
晩
年

の
法
然
上
人

の
宗
教
的
境
涯
の

一
面
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集

(石
井
教
導
編
)
八
六
〇
頁
に

『
法
然
上
人

御
夢
想
記
』
と
し
て
、
「其

一
」
に

「
法
然
聖
人
御
夢
想
記

善

導
御

事
」
と
し
て

「
高
田
本
西
方
指
南
抄
巻
中
」
を
底
本
と
し
、
「
知
恩
院

四
十
八
巻
伝
」
巻
七
を
校
異
本
と
し
て
、
大
体
次
の
よ
う
な
こ
と
が
書

か
れ
て
い
る
。

「法
然
聖
人
御
夢
想
記

善
導
御
事

或
夜
夢
ミ
ラ
ク
、
一
ノ
大
山
ア
リ
、
ソ
ノ
峯
キ
ワ
メ
テ
高
シ
、
南
北
ナ
カ
ク

ト
オ
シ
、
西
方
ニ
ム
カ
ヘ
リ
。
山
ノ
根
二
大
河
ア
リ
、
傍
ノ
山
ヨ
リ
出
タ

リ
、
北
一一流
タ
リ
、
南
ノ
河
原
砂
砂
ト
シ
テ
ソ
ノ
辺
際
ヲ
シ
ラ
ス
。
林
樹
滋

滋
ト
シ
テ
、
ソ
ノ
カ
キ
リ
ヲ
シ
ラ
ス
。
コ
コ
ニ
源
空
、
タ
チ
マ
チ
ニ
山
腹

二

登
テ
、
ハ
ル
カ
ニ
西
方
ヲ
ミ
レ
ハ
、
地
ヨ
リ
巳
上
、
五
十
尺
バ
カ
リ
上
二
昇

ナ
モ
ヘ
ラ
ク

テ
、
空
中

ニ
ヒ
ト
ム
ラ
ノ
紫
雲

ア
リ
、

以
為
、
何
所

二
往

生

人

ノ

ア

ル

ソ

哉
。

コ
コ
ニ
紫
雲
ト

ビ
キ
タ
リ

テ
、
ワ
カ
ト

コ
ロ
.ニ
イ
タ
ル
。
希
有

ノ
オ

モ

晩
年
の
法
然
上
人

(藤

吉
)
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晩
年

の
法
然

上
人

(
藤

吉
)

ヒ
ヲ

ナ
ス
ト

コ
ロ

ニ
、
ス
ナ
ワ
チ
紫
雲
ノ
中

ヨ
リ
、
孔
雀
鵬
鵡
等

ノ
衆
烏
ト

ビ
イ

テ
テ
、
河

原

ニ
遊
戯

ス
。
沙

ヲ
ホ
リ
浜

ニ
戯

ル
、

コ
レ
ラ
ノ
鳥

ヲ
ミ
レ

ハ
、
凡
鳥

ニ
ア

ラ
ス
。
身

ヨ
リ
光

ヲ

ハ
ナ
チ
テ
、
照
曜

キ

ハ
マ
リ
ナ
シ
。

ソ

ノ
ノ
チ

ト
ビ
昇

テ
、
本

ノ

コ
ト
ク
紫
雲

ノ
中

二
入

了

ヌ
。

コ

コ

ニ
コ
ノ
紫

雲
、

コ
ノ
ト

コ
ロ

ニ
住

セ
ス
。

コ
ノ
ト

コ
ロ
ヲ
ス
テ
テ
北

ニ
ム
カ
フ
テ
、
山

オ
モ
ヘ
ラ
ク

河

ニ
カ
ク
レ
了

ヌ
。

マ
タ
以
為
、

山

ノ
東

二
往
生
人

ノ
ア
ル

ニ
哉
。

カ

ク
ノ

コ
ト
ク
思
惟

ス

ル
ア

ヒ
タ
、
須
庚

ニ
カ

ヘ
リ
キ
タ
リ

テ
ワ
カ

マ
ヘ
ニ
住

ス
。

コ
ノ
紫
雲

ノ
中

ヨ
リ
、

ク

ロ
ク
ソ
メ
タ

ル
衣
著

タ

ル
僧

一
人

ト

ヒ
ク
タ

リ

テ
、

ワ
カ
タ
チ

タ
ル
ト

コ
ロ
ノ
下

二
住

立
ス
、

ワ
レ
ス
ナ

ハ
チ
恭
敬

ノ
タ

メ

ニ
ァ

ユ
ミ
オ
リ
テ
、
僧

ノ
足

ノ
シ
モ

ニ
タ
チ
タ

リ
。

コ
ノ
僧

ヲ
謄

仰

ス

レ

バ
、
身

上
半

ハ
肉
身
、

ス
ナ
ワ
チ
僧
形
也
。
身

ヨ
リ

モ
半

ハ
金
色

ナ
リ
。

仏

身

ノ

コ
ト
ク
也
。

コ
コ

ニ
源
空
合
掌
低
頭

シ
テ
、
問

テ

モ
フ
サ

ク
、

コ
レ
誰

人

ノ
来
リ
タ

マ
フ
ソ
ト
哉

ト
、
答

テ
日
、

ワ
レ

ハ
コ
レ
善
導
也

ト
。

マ
タ
問

テ

マ
フ
サ
ク
ナ

ニ
ノ

ユ
ヘ
ニ
来
タ

マ
フ
ソ
哉
。

マ
タ
答

日
、
余
不
肖
ナ
リ
ト

マ
フ
ス

イ
ェ
ト
モ
、
ヨ
ク
専
修
念
仏
ノ
コ
ト
ヲ
言
。
ハ
ナ
ハ
タ
モ
テ
貴
ト
ス
。
タ
メ

ノ
ユ
ヘ
ニ
モ
テ
来
也
。
マ
タ
問
テ
言
ク
、
専
修
念
仏
ノ
人
、
ミ
ナ
モ
テ
為
二

往
生
-哉
ト
。
イ

マ
タ
ソ
ノ
答
ヲ
ウ
ケ
タ
マ
ハ
ラ
サ
ル
ア
ヒ
タ

ニ
、
忽
然
ト

シ
テ
夢
覚
了
。」

「其
二
」
「
其
三
」
も
大
同
小
異
で
、
「
其
三
」
は

「
夢
感
聖
相
記
」
と

あ
つ
て
漢
文
で
書
か
れ
、
末
尾
に
「建
久
九
年
五
月
二
日
記
之

源
空
」

と
あ
る
が
、

こ
れ
は

「正
徳
版
拾
遺
語
燈
録
巻

上
」
本

で
あ

る
。
「其

二
」
は

「
九
巻
伝
巻
二
上
」
本
で
、
簡
潔
に
し
て
要
を
得
て
い
る
。

建
久
九
年
五
月
と
い
え
ば
法
然
上
人
六
十
六
才
の
時
、
そ
の
三
月
に

は

「選
択
集
」
を
撰
し
て
兼
実
公
に
進
呈
し
て
い
ら
れ
る
。
と
も
あ
れ

こ
の
よ
う
な
霊
夢
が
三
本
に
わ
た
つ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
ど
の

よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
善
導
大
師

に
帰
依
し
て
い
た
法
然

、
上
人
な
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
夢
を
見
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
想
像
に

か
た
く
な
い
。
こ
の
霊
夢
が
根
拠
に
な
つ
て
半
金
色
の
善
導
大
師
像
が

つ
く
ら
れ
、
真
葛
原
の
二
祖
対
面
の
伝
説
を
生
ん
だ
わ
け
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
霊
夢
は
、
中
世
的
精
神
風
土
に
お

い
て
は
多
い
が
、
現
代

に
な
る
と
さ
す
が
に
す
く
な
い
。
い
わ
ゆ
る

「夢
の
お
告
げ
」
を
信
ず

る
人
が
す
く
な
く
な
り
、
霊
夢
を
見
る
人
も
す
く
な
く
な

つ
た
。

し
か

し
現
代
で
も
、

イ
ン
ド
仏
蹟
復
興
に
つ
く
し
た
イ
ン
ド
大
菩
提
会
の
創

立
者
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
の
日
記
を
見
る
と
、

一
八
九
六
年
九
月
十
六
日
に

仏
陀
の
夢
を
見
て
い
る
。
又
こ
の
日
記
の
編
纂
者
デ
ー
バ
プ
リ
ヤ

・
バ

リ
シ
ン
ハ
の
註
記
を
見
る
と
、
ダ

ル
マ
パ
ー
ラ
を
助
け
た
イ
ン
ド
の
大

長
者
K

・
J

・
ビ
ル
ラ
も
ま
た
仏
陀
の
夢
を
見
て
、
仏
陀
と
語

つ
て
い

(
1
)

る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
よ
う
な
夢
を
み
る
こ
と
は
敬
度
な
仏
教
信
者

に
は
あ
る
こ
と
で
あ

つ
て
、
こ
れ
を
全
然
虚
構

と
し
て
否
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
伝
説
が
善
導
と
法
然

と
を
結
び
つ
け
、

い
わ

ゆ
る
超
越
相
承
の
根
拠
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
つ
た
が
、
そ
れ
は
後
世
の

宗
門
人
の
な
せ
る
わ
ざ
で
あ
つ
て
、
こ
の
霊
夢

そ
れ
自
身
は

一
つ
の
体

験
的
事
実
と
し
て
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
晩
年
の
法
然
上
人
の
宗
教
的
境
涯
を

さ
ぐ
る
資
料

と
し
て

「
三
昧
発
得
記
」
が
あ
る
。
「
昭
和
新
修
法
然

上
人
全
集
」
に
は

二

つ
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の
底
本
が

「其

一
」
「其
二
」
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
「其

一
」
は

「
醍
醐
本
法
然
上
人
伝
記
」
を
底
本
と
し
、
「
正
徳
版
拾
遺
語
燈
録
巻

上
本
」
と
望
月
信
亨
編

「
法
然
上
人
全
集
」
(追
加
)
を
校
訂
本
と
し
て

用
い
て
い
る
。
「其
二
」
は

「
高
田
本
西
方
指
南
抄
巻
中
本
」
を
底
本

と
し
、

「九
巻
伝
第
三
下
」
を
校
訂
本
と
し
て
用
い
て
い
る
。
「其
=
一
」

は
漢
文

で
書
か
れ
、
「其
二
」
は
和
文
に
な

つ
て
い
る
。

コ
ご
昧
発
得
記
」

の

「其

一
」
に
は
、

「又
上
人
在
生
之
時
、
発
二得
口
称
三
味
一常
見
二浄
土
依
正
輔
以
自
筆
レ之
、

勢
観
房
伝
レ之
。
上
人
往
生
之
後
、
明
遍
僧
都
尋
レ之
、
加
二
一
見
一流
二随
喜

ニ

ヲ

涙
一即
被
レ送
ニ本
処
幻
当
時
柳
錐
レ聞
二及
此
由
二
未
レ見
レ本
者
不
レ記
二其
旨
殉

後
得
二彼
記
一写
レ之
。
御
生
年
当
二六
十
六
一長
承
二
年
癸
丑
誕
生
」

と
あ
る
が
、
こ
れ
は

「正
徳
版
拾
遺
語
灯
録
」
の
み
に
あ
る
も
の
で
、

後
世
の
附
加
で
あ
ろ
う
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
「観
無
量
寿
経
」

の
観
法
を
予
想
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
そ
の
順
序
に
し
た
が
つ

て
好
相
を
感
見
し
た
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
「
建
久

九
年
正
月

一
日
、

従
二
山
桃
法
橋
教
慶
之
許
一
帰
庵
之
後
未
時
、

恒
例
毎
月
七
日
念
仏
始
ニ

シ
キ

行
之
ご

と
あ
る
が
、
「其

一
」
に
は

二

日
明
相
少

現
レ之
、
自
然
甚

明
也
」

と
あ

つ
て
、
「其
二
」
も
大
体
同
じ
和
文
で
あ

る
。
こ
れ
は
わ

れ
わ
れ
が
瞑
目
し
て
念
仏
し
て
い
て
も
、
精
神
が
集
中
す
る
と
、
お
灯

明
の
光
や
金
色
の
阿
弥
陀
仏
像
や
三
昧
仏
画
が
、
閉
目
し
て
も
盲
膜
の

裏
に
残

つ
た
り
、
三
昧
堂
全
体
が
光
に
つ
つ
ま
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

る
。

心
が
安
定
し
て
法
悦
に
住
す
る
と
、
煩
悩
的
な
黒
雲
も
は
れ
て
、

心
が
澄
浄
に
な
り
、
光
明
裡
に
あ
る
思
い
に
住
す
る
も
の
で
あ
る
。
次

に

「
二
日
水
想
観
自
然
成
二就
之
こ

と
あ
る
が

「
観
経
」
の
水
相
観
に

は

「水
の
激
清
な
る
を
見
て
、
明
了
に
し
て
分

散

の
意
な
か
ら
し
め

よ
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
称
名
念
仏
中
に
水
の
澄

浄
な

る
を
憶
念
す

れ

ば
、
自
ら
そ
の
想
い
に
住
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
ま
で
は
や
さ
し

い
が
、
次
の
地
想
観
は
容
易
で
な
い
。
し
た
が

つ
て

「
惣
念
仏
七
ケ
日

ニ

之
内
、
地
想
観
之
中
、
瑠
璃
相
少
分
見
レ之
、
二
月
四
日
朝
瑠
璃
地
分

ニ

ヲ

ナ
ハ

ニ

ス

ヲ

明

現

レ
之
。
」

と

あ

り
、

「
観

経

」

に

は

「
既

見

レ
水

巳

当

レ
起

二
氷

想

一

テ

ノ

セ
ル
ヲ

セ

ノ

ヲ

ノ

シ

ナ
ハ

ヨ

ノ

セ
ル

ヲ

モ
ニ

テ

見
二
泳
映
徹
一作
二瑠
璃
想
一
此
想
成
巳

見
二瑠
璃
地
内
外
映
徹
引
下

有

ノ

ノ

ニ
金
剛
七
宝
金
憧

-
…
」
と
あ
る
。
水
想
か
ら
氷
想
に
い
た
り
、
そ
れ
が

瑠
璃
地
に
変
ず
る
の
は
、
多
少
の
時
間
と
訓
練

を
要
す
る
よ
う
で
あ

る
。

そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か

「其
二
」
に
は

「念
仏

七
箇

日
ノ
内

二
、
地
想

観
ノ
中

二
、
瑠
璃
ノ
相
少
分

コ
レ
ヲ
ミ
タ
マ
フ
」
と
あ
る
。

ニ

次
に

「其

一
ー
に
は
、
「
二
月
四
日
朝

(早
農
復
)
瑠
璃

地
分
明
現

ノ

レ之
云
云

(
至
第
)
六
日
後
夜
瑠
璃

(地
及
)
宮
殿
相
現
レ之
。

(同
月
)

テ

ノ

シ
テ

云
云
七
日
朝
重
又
現
レ之
、
即
似
二
宮
殿
類
-其
相
現
レ之
、
惣
水
想
宝
樹

ス

ソ

ノ

宝
池
宮
殿
之
五
観

(
復
瑠
璃
地
現
。
凡
上
来
種

々
相
)
、
始
自
二正
月

一

ノ

ブ
ニ

日
一至
二
干
二
月
七
日
輔三
十
七
ケ
日
之
間
也
。
毎

日
七
万
反
念
仏

(
顧

レ

シ

ス

テ

我
平
生
課
二
念
仏
六
万
遍
一)
不
退
勧
レ之
、
依
レ
之

(修
、
由
レ此
今
)

此
等
相
現
也
。
…
」

と
あ
る
。
「其
二
」
も
大
体
同
様

で
あ

る
。
こ
れ

を

「観
経
」
の
地
相
観
と
対
比
す
る
と
、
「
観
経
」
で
は
第

二
水
想
観

晩
年

の
法
然
上
人

(
藤

吉
)
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晩
年
の
法
然
上
人

(藤

吉
)

と
第
三
地
想
観
と
は
す
こ
し
混
交
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く

「
観
経
」
に

レ
ハ

ヲ

ル
コ
ト

ノ

ヲ

ナ
リ

ニ

ク

「若
得
二
三
昧
一見
二
彼
国
地
一了
了
分
明
不
レ
可
二
具
説
こ
と
あ
る
の
で
、

三
昧
発
得
す
れ
ば
極
楽
国
地
を
明
ら
か
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

信
仰
は
、
中
国
に
こ
の
経
典
が
普
及
し
て
か
ら
強
く
な
つ
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
し
て
極
楽
国
土
が
見
え
な
い
間
は
三
昧
を
得
た
と
は
言
え
ず
、

極
楽
国
地
を
見
る
と
い
う
こ
と
が
三
昧
発
得
の
証
拠
と
考
え
ら
れ
た
よ

う
に
思

わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
三
昧
を
得
る
た
め
に
は
、
相
当
の
期
間

専
心
念
仏
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
善
導
大
師
を
三
昧
発
得
の
聖
者

と
仰
ぎ
信
じ
た
法
然
上
人
は
、
自
ら
も
ま
た
三
昧
発
得
せ
ん
と
つ
と
め

ら
れ
た

こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が

「
と
き
ど
き
別
時

(
2
)

の
念
仏
を
修
」
せ
よ
と
い
う
お
言
葉
と
な
つ
た
と
思

わ
れ
る
。
「
三
昧

ノ

ノ

発
得
記
」
の
中
に
も

「
毎
日
七
万
反
念
仏
不
退
勧
レ之
、
依
レ之
此
等
相

現
也
」

と
あ
る
よ
う
に
、
三
昧
発
得
の
条
件
と
し
て
毎
日
七
万
遍
の
念

仏
を
不
退
に
修
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
又
、
法
然
上

人
に
と
つ
て
、
念
仏
を
修
す
る
目
安
に
も
な
つ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

ニ
シ
テ

次

に

「
其

一
」

に

は
、

「
始

自

二
二

月

廿

五

日

ー
明
処

開

レ
目
、

自

二
眼

ヨ
リ

ス

ナ
ル

ノ

ヲ

ス

ナ
ル

根
一仏
出
生
、
赤
袋
瑠
璃
壷

見
レ之

(
目
出
下
如
二赤
嚢
-物
加
又
出
下
如
ニ

ノ

ヲ

ニ
ハ

ハ

ニ

ル

瑠
璃
壷

-物
上
)
。
其
前
閉
レ
目
見
レ
之
開
レ
目
失
レ
之
。
(今
則
開
閉
倶
見
)
」

と
あ
り
、
「其
二
」
も
大
体
同
様
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、

極
楽
の
瑠
璃
地
と
あ
る
の
を
日
本
の
仏
教
者
は
瑠
璃
宝
石
の
よ
う
に
想

像
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
は
小
さ
な
宝
石
で
あ
つ
て
、

瑠
璃
地
と
い
う
も

の
は
想
像

で
き
な
か
つ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
観

経
L
に

「宝
珠
」
と
あ
る
の
で
、
瑠
璃
地
で
は
な
く
て
瑠
璃
宝
珠
と
想

像
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で

「
眼
根

ヨ
リ
赤

キ
袋
ヲ
出
生
シ
テ
瑠
璃

ノ
壺
出
生
ス
」
な
ど
と
な
つ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

次
に

「其

一
」
に
は

「
二
月
廿
八
日
依
レ病
念

仏
延
レ之
。

一
万
或
ニ

ス

ニ

コ
ト

ス

ノ

万

(
随
レ
意
勧
修
)
。
左
眼
其
後
有
二光
明
放
一
(
白
光
現
)
。
又
光
端
赤

ナ
リ

ス

ヲ

(青
色
)
。
又
眼
有
二
(出
二)
瑠
璃

(
光
ー)
、
其
眼
如
二瑠
璃
壷
殉
瑠
璃

ニ

ニ

ノ

テ

壷

(
内
)
有
二
赤
花
一
(紅
華
)
、
(状
)
如
二宝
瓶
殉
又
日
入
後
出
見
二
四

ヲ

ニ

方
引
(
各
方
)
有
レ赤
有
二青

(色
)
宝
樹
一
其
高

(下
)
元
レ定
。
高
下

モ

シ

ノ

ノ

随
喜
、
或
四
五
丈
、
或
二
三

(
十
)
丈
云
云

(
其
相
宛
如
二経
中
所
説
殉

ス

シ

ノ

ノ

同
年
七
月
下
旬
所
労
乃
復
)」
と
あ
る
が
、

こ
こ
に

「
如
二経
中
所
説
こ

と
あ
る
の
に
注
目
さ
れ
る
。
ま
た

「
瑠
璃
の
壷

に
赤
花
あ
り
、
宝
瓶
の

如
し
」
と
あ
る
の
は
日
本
的
感
覚
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
こ
こ
は

「観

バ
ク

経
」
の
第
四
宝
樹
観
に
相
当
す
る
が
、
「
観
経
」

に
は

「仏
告
二
阿
難
及

ニ

シ

ナ
ハ

ニ

セ
ヨ

ヲ

ト
ハ

ヲ

ニ

シ
テ

ヲ

セ

ノ

阜
提
希
一

地
想
成
已

次
観
二宝
樹
一
観
二宝
樹

-者

一
一
観
レ之
作
二
七
重

ヲ

ノ

ノ

サ

ナ
リ

ノ

ノ

ノ

シ

ト
イ
フ
コ
ト

セ

ノ

行
樹
一
一
一
樹
高
八
千
由
旬
其
諸
宝
樹
七
宝
華
葉
無
レ不
二

具
足
二

一

ス

ノ

ヲ

ノ
ヨ
リ

シ

ノ

ヲ

ノ
ヨ
リ

シ

ノ

ヲ

華
葉
作
二異
宝
色
一瑠
璃
色
中
出
二金
色
光
一破
曝

色
中
出
二
紅
色
光
ー
…
」

ノ

ノ

サ

と
あ

る
。

こ

こ

に

「
一

一
樹

高

八
千

由

旬

」

と
あ

る

が
、

「
三

昧

発

得

記
」

で

は

「
高

下

随
喜

」

と
あ

る
。

こ

れ

は
校

註

に
あ

る

よ
う

に

「
高

下
随

意

」

の
あ

や

ま

り

で

あ

ろ

う
。

「
其

二
」

に

は

「
高

下

コ

コ
ロ

ニ

シ
タ

カ

ヒ
テ
、

ア

ル

イ

ハ
四

五
尺
、

ア

ル

イ

ハ
ニ
三

十
丈

ト

云
」

と
あ

る
。

こ
れ

は

当

然

の

こ
と

で
あ

つ
て
、

イ

ン
ド

的

な

経
典

に
説

く

「
七

ノ

重
行
樹
想
」
は
日
本
人
に
は
想
像
し
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。
イ
ン
ド
で
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は
暑
い
か
ら
並
木
が
多
い
、
行
樹
な
し
に
は
旅
行
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
。
イ
ン
ド
人
が
極
楽
の
荘
厳
相
に
七
重
行
樹
を
想
定
し
た
の
は
当
然

の
こ
と
で
、
今
日
で
も

ラ
ー
ジ
ャ
の
宮
殿
等
に
は
こ
の
七
重
の
行
樹
を

見
る
。

ニ

ヲ

ノ

ヲ

ま
た

「共

一
」
に

「
建
仁
九
年

二
月
八
日
後
夜
、
聞
二鳥
舌
-琴
音

ノ

ヲ

ノ

ニ

ノ

ヲ

ニ

ク

聞
、
笛
音
等
聞

(
極
楽
衆
鳥
井
琴
笛
等
音
一)
其
後
随
レ
日
自
在
聴
レ
(種

ヲ

ヲ

種
)
音

(声
一)
。」
と
あ
る
が

「其
二
」
も
同
様
で
あ

る
。
音
響

忍
と

い
う
こ
と
が
言
わ
れ
る
が
、
「阿
弥
陀
経
」
に
も

「是
諸
衆
鳥
、
昼

夜

六
時
、
出
和
雅
音
」
と
あ
る
よ
う
に
、
極
楽
の
鳥
は
昼
夜
六
時
に
和
雅

の
音
を
出
す
と
な
つ
て
い
て
、
梵
本
も

「ま
た
次
に
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ

た
い
し
や
く
し
ぎ

よ
、
か
の
仏
国
土
に
は
、
白
鳥
や
帝
釈
鴫
や
孔
雀
が
い
る
。
か
れ
ら
は

夜
に
三
度
、
昼
に
三
度
、
集
ま

つ
て
合
唱
し
、
ま
た
、
各

々
の
調

べ
を

(
3
)

さ
え
ず
る
」
と
あ
つ
て
、
昼
夜
六
時
と
同
意
で
あ
る
。
法
然
上
人
の
意

識
の
中
に
、
極
楽

の
鳥
は
夜
も
暗
く
と
い
う
こ
と
が
あ

つ
た
か
ど
う

か
、
阿
弥
陀
経
を
何
度
も
読
み
な
ら
わ
し
て
い
ら

れ
た
上
人
に
は
、

「昼
夜
六
時
出
和
雅
音
」
と
い
う
語
の
響
は
意
識
の
中
に
こ
こ
ろ
よ
く

残
つ
て
い
た
に
相
違
な
い
。
「建
仁
元
年
二
月
八
日
ノ
後
夜

二
、
鳥

ノ

コ
エ
ヲ
キ
ク
」
と
あ
る
の
も
意
味
あ
り
げ
で
あ
る
。
ま
た

「
マ
タ

コ
ト

ノ
オ
ト
ヲ
キ
ク
、

フ
エ
ノ
オ
ト
ヲ
キ
ク
、
ソ
ノ
ノ
チ

(其
後

ハ
)
日

ニ

シ
タ
カ
フ
テ
、
自
在

ニ
コ
レ
ヲ
キ
ク
」
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
後
は
何
時

と
い
う
こ
と
な
し
に
鳥
の
声
や
琴
の
音
や
笛
の
音
を
聞
か
れ
た
よ
う
で

あ
る
。

こ
れ
を
幻
覚
と
か
幻
聴
と
見
る
か
、
特
殊
な
宗
教
体
験
と
見
る

か
が
の
こ
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
そ

の
こ
と
に
よ

つ
て
仏
と

法
と
僧
と
を
思
う
と
経
典
に
あ
る
が
、
上
人
自
身
は
そ
れ
か
ら
極
楽
の

こ
と
阿
弥
陀
さ
ま
の
こ
と
そ
の
説
法
の
こ
と
聖
衆
が
た
の
こ
と
を
思
わ

れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
上
人
の
道
詠
と
い
う

「
阿
弥
陀
仏
と
申
は
か

(
4
)

り
を
つ
と
め
に
て
浄
土

の
荘
厳
見
る
そ
う
れ
し
き
」
と
あ
る
こ
と
に
も

関
係
す
る
。
こ
の
歌
は
実
際
に

「
浄
土

の
荘
厳
」
を
見
ら
れ
た
と
解

す
る
の
が
至
当
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
上
人
が
永
年
期
待
し
て
い

ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
上
人
は
観
法
を
否
定
し
て

い
ら
れ
る
こ
と
と
こ
の
問
題
は
関
連
す
る
。
「
近
来
の
行
人
観
法
を

な

す
事
な
か
れ
。
仏
像
を
観
ず
と
も
運
慶
康
慶
が

つ
く
り
た
る
仏
ほ
ど
だ

に
も
、
観
じ
あ
ら
は
す

べ
か
ら
ず
。
極
楽
の
荘
厳
を
観
ず
と
も
、
桜
梅

桃
李
の
華
果
ほ
ど
も
、
観
じ
あ
ら
は
さ
ん
事
か
た
か
る
べ
し
。
た

貸
彼

仏
今
現
在
レ世
成
仏
、

当
レ
知
本
誓
重
願
不
虚
、
衆

生
称
念
必
得
二往
生
鱒

の
釈
を
信
じ
て
、
ふ
か
く
本
願
を
た
の
み
て

一
向
に
名
号
を
唱
べ
し
。

(
5
)

名
号
を
と
な
ふ
れ
ば
、
三
心
を
の
つ
か
ら
具
足
す
る
な
り
。
」
と
あ
る

よ
う
に
、
上
人
は
こ
と
さ
ら
仏
菩
薩
や
極
楽
の
荘
厳
を
観
ず
る
こ
と
を

す
す
め
ら
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
立
場

か
ら
す

れ
ば
、
コ
ニ
昧

発
得
記
」
の
記
事
は
矛
盾
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
念
仏
三
昧
中

の
体
験
で
あ
つ
て
観
法
を
し
よ
う
と
せ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
求
め

ず
し
て
自
ら
そ
の
よ
う
な
体
験
を
せ
ら
れ
た
と
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
-

に

「
三
昧
発
得
記
」
そ
の
も
の
に
疑
が
か
け
ら
れ
る
。
三
昧
発
得
を
そ

の
よ
う
な
好
相
感
見
と
解
す
る
限
り
、
中
世
的
浄
土
教
の
風
潮
が
強
い

晩
年

の
法
然

上
人
 
(
藤

吉
)
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晩
年
の
法
然
上
人

(藤

吉
)

と
言
え
る
。

次
に

「其

一
」
に
は

「(
同
二
年
)
正
月

五
日
、
三
度

(仏
殿
)
勢

ニ

ノ

ノ

至
菩
薩
御

(像
)
後
丈
六
許
御

(頭
)
面

(
三
度
)
現
云
云
。
西
持
仏

ノ

ノ

ヨ
リ

堂
勢
至
菩
薩
形

(
又
彼
菩
薩
)
丈
六

(許
)
面

(
真
身
)
現
。
是
則
此

フ
ニ

(
想
彼
)
菩
薩
既

(因
地
)
以
二念
仏
法
門

一為
二
所
証
法
門
-
(入
二
無

生
忍
)
故
、
今
為
二念
仏
者
一示
現
、
其
相

(
身
)
不
レ
可
レ
疑
レ之
。
」
と

あ
る
。
「
其
二
」
も
大
同
小
異
で
あ
る
。
上
人
が
西

の
持
仏

堂
に
ま

つ

つ
て
い
ら
れ
た
勢
至
菩
薩

の
後
か
ら
、
丈
六
の
勢
至
の
面
像
が
三
度
あ

ら
わ
れ
た
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
念
仏
法
門
の
真
実
を
証
明
す
る

た
め
に
、

そ
の
相
を
あ
ら
わ
さ
れ
た
の
だ
か
ら
疑

つ
て
は
な
ら
ぬ
と
書

い
て
あ
る
。
す

で
に

「
三
昧
発
得
記
」
自
身
が
伝
導
的
意
図
を
も
つ
て

い
る
こ
と
は
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
勢
至
丸
と
い
う
幼
名
や
勢
至
の
応

現
と
い
う
こ
と
等
、

法
然
上
人
と
勢
至
菩
薩
と
の
関
係
は
深
い
。
と
も

あ
れ
、
上
人
滅
後
あ
ま
り
年
月
を
経
ず
し
て
で
き
た
と
見
ら
れ
る

「
三

昧
発
得
記
」
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
記
る
さ
れ
て
い
る
の
は
、
上
人
に

対
し
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
て
い
た
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。

紙
幅
の
都
合
で
割
愛
す
る
が
、
そ
の
後
、
阿
弥
陀
仏
を
感
見
し
、
元

久
三
年
正
月
四
日
と
五
日
に
三
尊
大
身
を
見
た
と
書
か
れ
た
こ
の

「
三

昧
発
得
記
」
は
弟
子
の
勢
観
房
源
智
が
秘
蔵

し
て

い
た
と
さ
れ

て
い

る
。
元
久

三
年
正
月
四
日
と
い
え
ば
上
人
七
十
四
才
の
と
き
で
、
上
人

の
最
も
円
熟
さ
れ
た
活
躍
期
で
あ
る
。
そ
の
翌
年
三
月
七
十
五
才
に
し

て
土
佐
に
配
流
と
な
り
、
弟
子
の
住
蓮
と
安
楽
は
刑
死
、
四
月
に
兼
実

公
は
嘉
じ
、
念
仏
は
禁
じ
ら
れ
、
九
月
に
熊
谷
蓮
生
坊
は
卒
し

て
い

る
。
十
二
月
に
上
人
は
赦
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
七
十
七
才

の
と
き
承
元
三
年
六
月
、
書
を
光
明
房
に
遣
し
て

一
念
義
を
斥
け
、

そ

の
翌

々
年
建
暦
元
年
十

一
月
許
さ
れ
て
京
都
に
入
り
翌
年
正
月
寂
し
て

い
ら
れ
る
。
そ
の
間
、
約
四
年
摂
津
の
勝
尾
寺
に
こ
も

つ
て

「
し
ば
の

と
に
あ
け
く
れ
か
か
る
し
ら
く
も
を
い
つ
む
ら
さ
き
の
い
う
と
見
な
さ

ん
」
等
の
数
首
の
歌
を
の
こ
し
て
い
る
。
「
つ
ゆ
の
身
は
こ
こ
か

し
こ

に
て
き
え
ぬ
と
も
こ
こ
ろ
は
お
な
じ
は
な
の
う

て
な
ぞ
」
と
い
う
歌
の

ひ
び
き
は
、
す
ば
ら
し
く
強
く
た
の
も
し
い
。
同
じ
花
の
藝
に
住
む
念

仏
者
の
集
団
と
見
る
と
き
、
そ
れ
は
来
世
の
こ
と
で
は
な
く
し
て
、

い

ま
こ
こ
に
生
き
て
い
る
人

々
の
宗
教
意
識

で
あ

る
。

な
お
こ
の
ほ
か
に

「
御
臨
終
日
記
」
と
い
う
の
は
、
「其

一
」
の
「
醍

醐
本
法
然
上
人
伝
記
」
を
底
本
と
し

「
正
徳
版
拾
遺
語
燈
録
巻
上
」
す

な
わ
ち

「臨
終
祥
瑞
記
」
と
望
月
信
亨
編
法
然
上
人
全
集
増
補
本
を
校

異
と
し
た
漢
文
の
も
の
と
、
「其
二
」
の

「高
田
本
西
方
指
南
抄
巻
中

本
」
の
か
な
書
き
の
も
の
が
入
つ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は

「建
暦
元
年

十

一
月
十
七
日
、
入
洛
す

べ
き
の
由
宣
旨
を
賜

わ
り
、
…
…
同

月
二
十

日
入
洛
さ
れ
て
東
山
の
大
谷
に
住
せ
ら
れ
た
。

同
二
年
正
月
二
日
、
老

病
の
上
、
日
来
の
不
食
殊
に
増
し
て
、
凡
そ
こ
の
二
三
年
、
耳
を
ほ
ろ
に

心
朦
昧
な
り
。
然
し
て
死
期
已
に
近
き
て
昔
の
如
く
耳
目
分
明
也
。
余

事
を
語
ら
ず
と
錐
も
、
常
に
往
生
の
事
を
談
ず
。
高
声
念
仏
絶
ゆ
る
こ

し
ず
か

と
な
し
。
夜
睡
眠
の
時
舌
口
鎮
に
動
く
、
見
る
人
奇
特
の
思
を
為
す
。
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同
三
日
戌
時
、
上
人
弟
子
に
語
る
。
我
本
天
竺
に
在
り
、
声
聞
僧
に
交

り
、
常
に
頭
陀
を
行
し
き
。
其
後
本
国
に
来
り
天
台
宗
に
入
り
又
念
仏

を
勧
む
。
弟
子
問
う
て
云
、
(
師
今
)
極
楽
に
往
生
せ
し
む
可

し
や
。

答
云
う
、

我
本
極
楽
に
在
し
身
な
れ
ば
然
る
可
し
。
(極
楽
は
吾
が
本

邦
な
り
、

蓋
そ
帰
り
去
ら
ざ
ら
ん
や
)
同
十

一
日
辰
時
、

上
人
起
居
し

高
声
念
仏
す
。
聞
く
人
涙
を
流
す
。
弟
子
に
告

て
云
、
(汝
等
)
高
声

念
仏
す
可
し
、
(今
)
阿
弥
陀
仏
来
り
給
ふ
也
。
此
の
仏
名
を
唱
え
る

者
は
虚
し
か
ら
ず
と
云
つ
て
、
念
仏
功
徳

を
歎
す

る
事
昔

の
如
し
。

(
少
時
あ

つ
て
)
又

(
日
)
観
音
勢
至
菩
薩
聖
衆
前
に
在
り
、
之
を
拝

す
る
や
否
や
。
弟
子
云
、
拝
し
奉
ら
ず
。

こ
れ
を
聞
い
て
弥

々
念
仏
を

勧
め
給
、

其
時
本
尊
を
拝
す
可
し
の
由
勧
め
奉
る
。
上
人
指
を
以
て
空

を
指
し
て
此
の
外
に
又
仏
有
り
即
ち
語
て
云
く
。
此
の
十
余
年
極
楽
荘

厳
化
仏
菩
薩
を
拝
し
奉
る
こ
と
こ
れ
常
な
り
、

又
御
手
に
五
色
の
糸
を

は

付
し
、
こ
れ
を
執
ら
れ
給
う
べ
き
の
由
勧
め
し
者
、
此
の
如
き
こ
と
は

こ
れ
大
様

の
事
也
と
云
て
終
に
取
ら
ず
。
…
…
廿

四
日
酉
時
よ
り
廿
五

日
に
至
り
高
声
念
仏
絶
る
な
し
。
弟
子
五
六
人
番

々
に
助
音
す
。
廿
五

日
午
時
に
至
り
声
漸
く
細
く
、
高
声
は
時

々
相
交
る
。
…
…
正

く
臨
終

の
時
は
、

慈
覚
大
師
の
九
条
の
袈
裟
を
懸
け
頭
北
面
西
に
し
て
光
明
遍

照
十
方
世
界
念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
と
諦
し
眠
る
が
如
く
命
終
す
。
其
時

午
正
中
な
り
。
…
…
」

と
あ
る
。

「正
徳
版
拾
遺
語
燈
録
巻
上
」
の
「
臨
終
祥
瑞
記
」
に
よ
る
と
、
こ
の

ト

ス

ヲ

ノ

ニ

ク
ハ

次
に

「私
云
。
此
記
錐
レ
非
二
上
人
之
語
一
而
附
二
之
随
聞
之
後
一
庶
幾

ハ

ノ

ヲ

セ
ン
コ
ト
ヲ

ソ

ヨ

ヲ

後
人
視
二
上
人
臨
終
之
祥
瑞
一発
二
起

信
心
一也
、
見
者
得
レ
意
」
と
あ

る
。

し
た
が

つ
て
こ
の

「御
臨
終
日
記
」
は
随
聞
記
で
あ
つ
て
、
布
教

的
な
意
味
を
も

つ
て
い
る
。
こ
こ
に

「
一
枚
起
請
文
」
に
関
す
る
記
事

が
な
く

「慈
覚
大
師
の
袈
裟
」
を
か
け
て
な
く
な
ら
れ
た
こ
と
が
印
象

深
い
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
あ
ら

ゆ
る
資
料
が
ど
れ
だ
け

事
実
を
そ
の
ま
ま
伝
え
る
も
の
か
改
め
て
反
省
さ
せ
ら
れ
る
。

以
上
、
晩
年
の
法
然
上
人
の
宗
教
的
境
涯

に

つ
い
て
考
え

て
み
た

が
、

上
人
と
錐
も
時
代
の
子
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
時
代
を
こ
え
て

永
遠
な
宗
教
的

一
面
を
忘
れ
て
な
ら
ぬ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

1

小
著

「浄
土
教
思
想
研
究
」

一
九
四
頁
参
照
。

2

七
箇
条
起
請
文
、
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
八

一
二
頁
、
四
十
八
巻
伝

第
二
十

一
。

3

岸
波
文
庫

「浄
土
三
部
経
」
下
、
八
〇
頁
。

4

元
久
二
年
十
二
月
の
詠
歌
、
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
八
七
七
頁
。

5

つ
ね
に
仰
せ
ら
れ
る
御
詞
、
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
四
九
四
頁
。

(本
稿
は
昭
和
四
五
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費

一
般
研
究

「念
仏
禅
の

研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。)

晩
年

の
法
然
上
人

(
藤

吉
)
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